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Railsチュートリアルとは?
※イメージ図



千里の道も一歩から

　725ページ目



第１章「意外に長い…(汗)」



第６章「モデルよくワカラナイ (泣)」



第11章「無理だろ…(絶望)」

第11章



そして…完走!



なるほどRails! (達観)



そしてさらなる高みへ…



内容と構成



Rails Tutorial　 
- 原著は英語 
- 725ページ (PDF版) 
- TwitterっぽいSNSが題材 
   - テスト駆動開発で実装  
   - Git/GitHub で管理 
   - Heroku でデプロイ 
- Rails 4 対応 
- 頻繁なアップデート 
- ウェブ版は無料!!

原著: https://www.railstutorial.org/

https://www.railstutorial.org/


和訳

継続的翻訳システム を使って翻訳※

参考: Railsガイドを支える技術 https://speakerdeck.com/yasulab/railsgaidowozhi-eruji-shu※ 

https://speakerdeck.com/yasulab/railsgaidowozhi-eruji-shu


日本語: http://railstutorial.jp/

http://railstutorial.jp


Topページの目次に構成が載ってます



成果物: http://bit.ly/sample_app

http://bit.ly/sample_app


Railsチュートリアル
完走者の開発事例



開発事例: Iriguti (Pocket連携サービス)



開発事例: SharePla (計画共有サービス)



開発事例: Enno (誤字脱字チェックサービス) 



社会への影響



推薦事例: 永和システムマネジメント



教材事例: 沖縄のRuby勉強会の題材



教材事例: 北海道のRails研修の教材



教材事例: 東京の勉強会 (RoRビギナーズ倶楽部)



反響: Rails翻訳チームの声



採用: Rails技術者認定ブロンズ試験 参考教材



受賞: フクオカRuby大賞 (優秀賞)



google.co.jp で ’Rails’ と検索するとトップ

http://google.co.jp


注意点



北は北海道，南は沖縄まで, 

様々な企業/大学/勉強会で採用
されています…が、



ただし，誰でも読めるような 
全くの初心者向けではないです



よく見かける例
• セットアップ(第１章)で挫折 

• Ruby/Railsのセットアップが難しい orz 

• Git/GitHub/Heroku がうまく設定できない… 

• テストがうまく動かなくて挫折 

• テストが思ったように動かない!! 

• デプロイしたのにうまく表示されない…orz



１人で完走するのは 
なかなか難しい



Railsチュートリアルの心得 
~ 挫折せずに完走するためには ~



1. 1周目はテストを書かない. 
 
 

2. 何度も繰り返しやる. 
 
 

3. 他の人と情報共有しながら進める.

Railsチュートリアルの1週目では， 
テスト駆動開発の雰囲気を理解できれば十分．

分からないテストコードや演習はスキップして, 
2周目や3週目で，スキップした箇所と向き合う.

躓いた時に助け合える仲間がいると心強い. 
(オススメ) 勉強会やセミナーに参加する.



http://objectclub.tumblr.com/post/73687093348/rails
何度もやりたいRailsチュートリアル - オブログ

http://objectclub.tumblr.com/post/73687093348/rails


http://railstutorial.jp/help
Railsチュートリアル - ヘルプページ

http://railstutorial.jp/help


https://github.com/search?q=railstutorial.jp
GitHub Search - “railstutorial.jp”

https://github.com/search?q=railstutorial.jp


http://coedo-rails.doorkeeper.jp/
Ruby / Ruby on Rails ビギナーズ倶楽部

http://coedo-rails.doorkeeper.jp/


お金をかけて 
爆速で学びたい



Railsスクリーンキャスト 
http://railstutorial.jp/screencasts

http://railstutorial.jp/screencasts


Railsチュートリアル解説セミナー 
http://railstutorial.jp/seminars

http://railstutorial.jp/seminars


受講者の声



“以前独学でプロトタイプをやっていたのですが

コアの部分がわからないまま 
作っていた感じがありました. 

 
また、 

Railsのような巨大なフレームワークは 
独学だと挫折しやすい 

ので、良いペースでやることができました”



“絶対に途中でやめないことを決めて参加しました 

一度で理解しようとすると、途中でつらくなる 
と思うので、まずは一周舐めてみるみたいな気持ちも大切”



“スクリーンキャストを視聴してから 
セミナーに参加されると 

より深く理解が進むと思います!”



他, イベント例
※不定期に開催



Railsチュートリアル / Railsガイド相談会 
通知はコチラから→ https://coedo-rails.doorkeeper.jp/ 

https://coedo-rails.doorkeeper.jp/


Ruby/Rails 学習者のための懇親会 
通知はコチラから→ https://coedo-rails.doorkeeper.jp/ 

https://coedo-rails.doorkeeper.jp/


Railsチュートリアルの歩き方
YassLab | ヤスラボ Thanks!


